
第１図藤原宮発掘位置図
藤原宮西方官喬地区（第５～９次調議）

調査地は藤原宮の西而中門推定位侭の東南部分にあたり，鴨公小学校の移転予定地となっ

ている所である｡ 調査は５回にわけ，1 9 7 3 年度にわたって計1 1 5 a を発掘した｡ ここでは，それ

らをあわせて報告することとした。検出した主な遺構は掘立柱建物２９．柵５．井戸９．土城

６と道路及びその側溝などである。これらの辿描は大別してＡ・Ｂの２期に分けられる。Ｂ
期の遺構は藤原宮期のもので，Ａ期の遺櫛はＢ期以前のものである。

Ａ期東西道路S X 1 0 8 1とそれに直交する南北道路S X 1 0 8 2によって区仙i されている。Ｓ
Ｘ１０８１・’ 0 8 2 はいずれも道幅約６ｍで，両側に幅１ｍ前後の素掘りの側溝をともなう。S X

1 0 8 2は宮の中軸線から西へ３町（3 9 9ｍ）の位侭にあり，S X 1 0 8 1は宮の南北巾心線から南へ

１町（1 3 3ｍ）の位侭にある。この道路の側溝からは，７．I l I 紀後半の土器が多く出土したが，

瓦は１点も検出されなかった。調査地域の南寄りで東に延びる柵S A l 2 1 5 を3 8 間分，ＳＡ１２

１５の西端で南に折れる柵S A1 2 1 6を１１間分検出したが，ともに調査地域外に延びている。Ｓ
Ａ１２１５はＳＸ１０８１の南側に平行してあり，真東西に対し東で北に1 . 2 6 A傾き，S A 1 2 1 6 と

平城宮跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡では，1 9 7 2 年度に，藤原宮跡で西方官荷地

区を第５～７次にわけて発掘調査し，さらに1 9 7 3 年度も継

続して８．９次の調査をおこなっている。

また，明日香村内で，各種の建築にともなう事前調査と

して，飛鳥資料館建設地の上ノ井手遺跡，坂田寺跡，奥山

久米寺跡，飛鳥浄御原宮跡推定地の調査を実施した。

以上の調査地点とその期間・面積については，第１表の

淵術
面詰

一一可第４次

,州

‐Ｅ３'二了１
１

砕
獄

０
１
１
１－［

朝
裳
溌

一
一

０
１
１
１

露２次

巨筑３次

l ｌｌＩ

’ 露Ｉ茨通りである。
第１図

飛鳥藤原宮跡の発掘調査
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戒烏浄御原宮推定地1 9 7 2 . 1 0 . 9 ～1 9 7 3 . 1 . 2 0 ４．７

第１表1 9 7 2 年度発掘調査状況
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第２図西方官衛地区発掘遺椛平而図

の内角は9 1 . である。建物は小規模のものが多く，散在しているが，建物の方位および喧複

関係より数期にわたって建てられたことがわかる。これらの建物のI l 1 にはＳＸ1 0 8 1 . 1 0 8 2 ,

ＳＡ1 2 1 5 . 1 2 1 6 が作られる以前の建物もあると思われる。ＳＢ1 0 1 1 . 1 2 1 0 . 1 3 1 4 蝶は総柱で

あり，倉庫風の建物であろう。これらの建物に近接した所で６基の井戸を検出した。ＳＥ１２

０５には縦組みの，S E 1 3 0 0 には横組みの井戸枠がある。いずれも一辺１ｍ前後の小型の井戸．

である。S E 1 2 7 1 からは7 1 1 t 紀巾頃の土器が出土した。

Ｂ期ＳＸ1 0 8 1 . 1 0 8 2 を廃絶し，大規模な掘立柱処物を整然と配慨したI 脚力‘ I : W術を形成し

ている。発掘区の西寄りに南北に並ぶ南北棟建物ＳＢ１１００・l l l Oを，この北方に東西棟建物

S B 1 2 0 0 を，S B 1 1 0 0 の東でこれと平行に南北棟建物S B 1 0 2 0 を配瞳している。これらの建

物に囲まれた巾央部には東西幅６ｍ，南北幅3 3 ｍの浅い. 土嬢S K 1 1 4 0 がある。この土城巾か

ら完形の軒平・丸瓦等が出土した。S B 1 1 0 0 A 。Ｂ，1 1 1 0 Ａ。Ｂは桁行1 8 間，梁間３間で柱

筋がそろっており，真北に対して北で束に1 6 ' 傾く。側柱のみの建物（S B 1 1 0 0 A , 1 1 1 0 Ａ）を

後に総柱の建物（S B 1 1 0 0 B・l 1 1 0 B）に建て替えている。S A l l OOA。Ｂの柱穴の底で人頭

大の河原病: を並べた敷石を検出した。これは軟弱な地盤に対処するための基礎固めと考えら

れる。ＳＡ1 1 0 0 . 1 1 1 0 の棟通りは宮の巾軸線から西に4 2 1 ｍの位涜で，S B 1 1 0 0 の南北心は
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宮の南北中心線から南へ6 6 ｍ，S B 1 1 1 0 の南北心は南へ1 3 3 ｍの‘ 位置にある。S B 1 2 0 0 は桁

行1 8 間で西妻をＳＢ1 1 0 0 . 1 1 1 0 の西側柱列にそろえている。S B 1 0 2 0 は桁行2 0 間, 梁間２間の

細長い建物で真北に対し北で東に1 . 0 5 ' 傾き，東西心は宮中軸線から西へ3 5 5 ｍの位置にある。

この建物は南半の1 1 間分に床束の礎石があった。この床束礎石は3 0 ～4 0 c m大の自然石で東西

側柱の内側と，両側柱の間を３等分する位液にある。Ｂ期の各建物の柱間寸法は2 . 6 ～2 . 8 ｍ

前後で，唐尺の９～9 . 5 尺前後の寸法にあたる。各建物の方棚位は正確には一致しないが，そ

の配置もこの９尺を単位寸法として計画されたらしい。これらの建物付近にはこれに付属す

ると思われる井戸がそれぞれ存在する。S E 1 1 6 0 には横組みの，S E 1 1 5 0 には縦組みの井戸

枠がある。いずれも一辺１ｍ前後の小型の井戸で，枠材は建物部材を転用したものである。

S E 1 1 0 5 の埋土中からは土器・木簡・削り掛け・鋤の未製品・龍・純の殻が出土した。木簡

には付札１点，文害風断片１点がある。Ｂ期の遺構からは少並の瓦が出土している。

今回の調森により，Ａ期には規模の大きな建物は一棟もなくまばらに散在していること，

Ａ期の道路は岸俊男氏の藤原京条坊復原図にしたがうとS X 1 0 8 1 は四条大路と五条大路には

さまれた小路の延長上に，S X 1 0 8 2 は右京一坊大路と二坊. 大路にはさまれた小路の延長上に

あたることが判明した。またＢ期には，Ａ期の道路を廃絶し京の条坊町割計画線をもとにし

て地割を行ない，大規模な建物を配置した宮の西方官椅ブロックを形成していることが明ら

かとなった。この地区は平城宮では馬寮の位置にあたり，その遺櫛は平城宮馬寮といくぶん

か類似している。．しかし建物の構造上の特徴はかなり異なる。Ｂ期の官荷の性格究明につい

ては今後の調査を待たねばならない。

坂田寺跡

この調査は，明日香村大字祝戸1 8 3 . 1 9 0 番地で，建設衿が実施する祝戸国営公園建設に伴

う事前調査である。調査地点は, 大字坂田から栢森に至る県道と，坂田の集落へ通ずる旧道と

が分岐する地点の西方約5 0 ｍのところで，通称「まら石」という石造物のすぐ北側である。

付近一帯は，北方の飛鳥川にl i I ｣ かつて下がる傾斜地である。調査は，旧道を挟んで東西に長
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第３図坂田寺跡発掘遺椛平面図
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いトレンチを設定して行なった。調査の結果，この地域では傾斜地を数回にわたって整地し

ていることが判明した。検出した遺構は池１．溝７．掘立柱列２．建築物ｌなどである。こ

れらの遺構は大別してＡ～Ｄの四期に分けられる。

Ａ期は７世紀前半にあたり，旧道東側のＡトレンチで池S G 1 0 0 を検出した。池の四・北端

は発掘区外になるため全規模を明らかにし得なかったが，南北幅1 0 ｍ・東西幅６ｍ以上で，

巾央部の深さは１ｍ以上ある。東側の岸には謹岸のため，高さ約１ｍの禰垣を築いている。

Ｂ期は７世紀後半にあたり, 旧道西側のＢトレンチで, 土鵬ＳＫＯ８０・素掘りの溝S DO8 1 ，
土嬢状の落ち込みS X O 8 2 などを検出した。

Ｃ期は８世紀前半にあたり，Ｂトレンチでは溝ＳＤＯ５０・0 5 1 を検出した。いずれもＹf 組み

の溝で，東流する束四溝S D O5 0 に南北溝S D O5 1 が合流する。東西溝は全長1 2 ｍ以上・内幅

0 . 5 ｍ・深さ0 . 5 ｍ，南北溝は全長約1 0 ｍ・内幅約0 . 5 ｍ・深さ約0 . 4 ｍである。ＡＩ､ レンチで

は掘立柱列ＳＡＯ６０．０６１を検出した。S A O6 0 は東西に並ぶ２本の柱列で，柱間は2 . 9 4 ｍで

ある。直径約3 0 c mの柱根が残っていた。S A O6 1 はこの柱ﾀ ﾘ の束延長線上6 . 2 ｍのところから

始まる。柱間は西から２．５，．２．０ｍである。S A O6 0 とＳＡＯ6 1 との巾間にあたる柱位侭には

柱ﾙ I | 形が確認されなかったが，両者は柱筋がそろっており，同一の柵である可能性が考えら
れる。Ｃトレンチでは４本の柱が一つの大きな伽形内に雌てられている建築物ＳＢＯ７０を検

出した。このうち２本はＳＡＯ６０．０６１と平行で，柱間は２．４ｍ，他の２本はこの柱列に頂交

する形で建ち，柱間は2 . 4 ｍである。東西列の柱根は櫨径3 0 c m，南北列の柱恨は直径6 0 c mほ

どである。東西ﾀ ﾘ の柱の根元には根l I l f l め川の材木を横たえ，さらにこの機材の外側には石を

詰めて問定している。噛北ﾀ ﾘ の柱の根元には根巻きｲ ･ 『状に行を鵬えている。S B O7 0 の東西柱

列の西延長線上約2 0 ｍの位慨にあたるＢトレンチ東南隅でも，ＳＢＯ７０の東西列の柱と同様

に木材を根元に横たえた柱根１本S X O7 1 を検出した。S B O7 0 に関迎するものであろうか。

Ｄ期は8 1 1 1 : 紀後. 半にあたる。Ｂトレンチでは櫛ＳＤＯｌＯ・０１２．０１３，土城S KO1 1，病敷S

X O1 4 などを検出した｡ 溝はいずれも北流する南北満である。S DO1 0 は内幅° 深さとも0 . 3 ｍ

ほどの石組み溝で，北祁は来伽りの溝となり四へ折れまがる。ＳＤＯ１２・０１３はいずれも

第４図建築物ＳＢＯ７０

| 隅１ｍほどの渋い業掘りの溝である。Ａトレ

ンチでは凡堆砿ＳＸＯ2 0 , 溝S DO1 6 を, 検出し

た｡ S X O 2 0 は丸凡・平凡が交互に組み合った

まま反低して低落した状態で出土した。この

状況から凡堆砿の1 判に雌物が想定されるが確

認できなかった。Ｃトレンチでは溝S D O l 6 ，

石敷ＳＸＯ１５．０１８を検出した。

これら四期にわたる遺構のほかに，Ｂトレ

ンチード肘でi I f 墳時代の辿物包含届があった。

－４１－－
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第５図池S G 1 0 0 出土の土器と軒瓦

２

Ａ期の池から出土した遺物には，土器・瓦・木簡・木製品などがある◎ 須恵器には容器種
があるが，趣は土師器と比較して少ない。杯・蓋についてみると，口径９c mほどの内面にか

えりをもつ蓋（1 0 ）とこれに組み合う杯（ｕ）とが主体をなし，さらに，ほぼ同径で短かい蓋
受けの立ち上がりをもつ杯（９）とこれに組み合う蓋（８）とが少並共伴している。土師器は
杯・皿が主体をなす。杯は，形態・胎土・色調からＡ（１．２．４）・Ｂ（３）の二つに分け
られる。Ａは底の丸い椀形の器形で，胎土が精良で赤味がかった褐色を呈している。Ｂは，
底部と1 - 1 縁部との境が明瞭でi ｣ 縁が外方に屈折する器形で，胎土は微細な砂粒を含み淡褐色

を呈している。この種のものには陪文は認められない。皿は細部の形態によっていくつかに

分けられるが，いずれも内面に暗文がみられる（５．６．７) 。これら一群の土器は小治川宮
跡推定地の調査の成果などを考慮すると，７世紀中葉をやや遡る時期のものと考えられる。
瓦の出土鼓も多い。軒瓦では８葉の. 噸弁蓮華文軒丸瓦（２）や，飛鳥寺刺建時のものと同型

式の単弁1 0 弁蓮華父軒九瓦（１），手彫りの忍冬唐草文軒平瓦（３）などがある。木簡には
「十斤」とI 』: かれた，ｉ､ j ･ 札が３点ある。木製品には，糸巻・琴柱・曲物・横櫛・杓柄などが
ある。ほかに「R二! 」を鵬Ｉ際した須恵器の杯・「知」と線刻した土師器の杯がある。
Ｂ期の土城（S K O8 0 ）と溝（S DO8 1 ）からの出土遺物のうち，土器は藤原富出土のものに

近い型式のものである。木簡は「賀年に」と判読できる断片が出土した。
Ｃ期の石組溝（ＳＤ0 5 0 . 0 5 1）川. 上遺物のうち，土器は型式的にほぼ神他年間頃のものであ
る。墨沓したものが多く，「知識」「南」「金」「典」「新」「成」「人」「和」「太」な
ど3 0 数点ある。木簡は２点出土したが断ﾊ ﾞ で判読できない。

以上のように，遺椛に伴う遺物が多く，とくに池（S G1 0 0 ）や石組溝（S DO5 0 ・0 5 1 ）出土
の土器は，飛鳥地域での土器細年のﾉ 1 坪となる良好な資料といえよう。
ノ池| の調盃で検出した遺構は伽絡の判然としないものが多いが，これらは，付近の小字名
や瓦・「記」の鰹1 1 辻器などの遺物からみて，おそらく坂田寺に関連するものであろう。坂
川寺の創建については，文献史料では用MM2（5 8 7 ）年，推古1４（6 0 6 ）年などの造寺の記燕が
ある。発掘の結果，７I l t 紀前半には坂田寺が造営されていたと考えられる。

０

ＬＪ鵬 １重蕊；。
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奥山久米寺跡

この調査は，明日香村大字奥I i 1 6 4 5 . 6 6 9 .

6 7 0 番地の，家屋新築にともなう事前調盃で

ある。発掘地点は，久米寺現本堂北辺より北

へ５ｍ, 本堂西辺より西へ1 4 ｍの地点（本堂北

側地区）と，久米寺燃跡の南隣接地（塔跡南側

地区）の２ケ所である。

発掘の結果，本堂北側地区では，久米寺の

巾心伽藍をとりまく推定西而回廊の聴嫡およ

画
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び，西側の雨落満を検出した。韮聴は旧地形 第６図奥山久米寺跡発掘遺構平面図

の上部を約１ｍほどの膿さで盤地して．､ に坦而とし’ その上面に赤褐色の砂質粘土を高く磯土

している。現存部分でその幅は3 . 4 ｍあり，簡さは雌も良く残った部分で2 5 c mである。基峻

上而には後枇に掘られた小穴がいくつかあったが，荘峨化粧を示す構造物は造存していな

い。また，避地の束半部は，後１１t に帥I z されている。したがって，今| 口l の調杏では回廊雑城

幅については，その数値を得るに蕊っていない。

薙鞭西側の雨落溝は業掘りで，幅5 5 c m，深さは現存ﾉ , U州二1 mから4 3 c m，：唯j W外側の平鯛而

から2 2 c mの深さである。この雨落溝および韮峨外側には’ 多批の瓦類が唯砿していた。

出土遺物には，瓦・土器がある。瓦には! I i l : 丸瓦大型式，i l i l 平瓦二狐火のほか，多戯の丸・

平瓦がある。軒九瓦は図示したもののほか，噸弁八葉蓮華文やいわゆる大官人寺式の軒九瓦

がある。！| i l : Ｗｆは，電弧文と大官大寺式のものがある。土器

類は下臓の柊地土巾から- 占峻時代の須忠器・土師器が若干出

土したにすぎない。

塔跡南側地区では，光ＩI | 地は琳跡より塊状で約1 2 0 c mほど

低くなっている。遺構は，わずか江戸時代末以降の建物の跡

が発兄されたにすぎず，久米寺関係の遺椛は後' ' 1 : の削平のた

め，確認できなかった。なお，本調侮に関逃して，塔跡のI ﾉ Ｌｉ

側の畑地に，二本のトレンチを設定し，Ｉﾉ ﾘ 回廊の検出を試み

た。周辺は後i l t の削平が皆しかったが，本進北側地区で検出

した四I I l i l u l 廊の| ﾉ L i 側雨落櫛の延長部分と考えられる痕跡が迫

存していた。

奥l l l 久米寺のl I i l 廊峡蛾の位侭および実数値については，久

米寺|も1体の伽隙I l 1 1 l 1 I 線が| ﾘ j らかでなく，適確に指摘できな

い。かりに琳跡礎洞群をほぼ伽藍I | ｣ 軸線に近いと想定した場

合，今向検出したﾉ ＩＩＥ雌西端からこの線まで約3 2 ｍである。
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上ノ井手遺跡

この調査は明日香村奥山字上ノ井手・東垣内で，当研究所が設満する飛鳥資料館の建設に

ともなう事前調査として実施した。調査地点は，奥山久米寺跡の東約4 0 0 ｍｌ山田寺跡の四

約4 5 0 ｍのところで，明日香村から桜井市方面へ通じる通称山田道と呼ぶ県道の北側，山合

いの南斜面である。

調査の結果，暗渠２．掘立柱建物４．掘立柱列３．井戸ｌのほか，数条の溝などを検出し

た。これらの遺構は大別して４期に分けられる。

Ａ期は古墳時代にあたり，溝・井戸などがある◎ 溝は北東から南西にのびる素掘りの大溝

で，幅約4 . 5 ｍ，深さ１ｍ以上で，全長3 0 ｍ以上に及ぶものと思われる。埋土より５世紀前

半の土師器が出土している。井戸は井戸枠を有するもので，埋土より５世紀の土器が多量に
出土した。

Ｂ期は7 1 1 t 紀代にあたり，この時期には暗渠・溝などがある。暗渠は発掘区の東寄りのＡ

トレレチでI 検出した。南北方向の石組暗渠で，全長7 3 ｍ以上におよび，途中にマンホール状

の施設をもっている。今回確認した範囲では，北端から6 5 ｍの間は一直線に走り，やがて西

に曲がる。その先端は県道添いの宮川に注ぐものと思われるが，曲折部付近から先では破壊

の度が著しく，８ｍほどしか進存していなかった。直線部分の方位は真北に対して北で東

に6 . 3 3 ﾉ 傾いており，勾配はｼ f o o である。構造は横穴式石窒に似たもので，底に馬平な際を

敷き，両側壁に面をそろえた自然万を２．３段に積み，その上に長径6 0 ～7 0 c m大の自然石を

のせて蓋石としたものである。側石・蓋石の隙間には小石をつめ粘土で塞込めをしている。

満内側で，上幅4 0 ｃｍ・下幅3 0 c mで，深さ6 0 ～7 0 c mである。マンホール状の施設は，暗渠の

第８図上ノ井手遺跡発掘位綴図
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蓋石より側石を２段ほど

高く稜み上げたもので’

5 0 c m× 4 0 c mの長方形の開

ＩＩ部をもつ。この開|~1部

上面から底までの深さは

，､ 4 ｍである。この暗渠

は地形からみてさらに北

方に延び，山合いの奥に

暗渠の取水L I などの関連

施設があるものと考えら

れる。この暗渠は，溝埋

土の出土遺物からみて，

７世紀' ' １葉の遺構と考え

られる。発掘区の西寄り



:０

では素掘りの東西溝を検出した。全長1 0 ｍ以上，

幅約１ｍ・深さ約0 . 5 ｍである。埋土中より多戯

の土師器・須恵器が出土した。これらの土器群は

型式的に７股紀後葉のものである。

Ｃ期は８世紀後半にあたり，奈良時代末頃の土

師器把手付壷が出土したのみで，この壷に伴なう

辿総やその他の遺構は確認できなかった。壷の｢ １１

には，和同開弥５枚・万年通宝４枚・神功開宝２０

枚と骨片が納められており，蔵骨器として埋置さ

れていたものと思われる。

Ｄ期はI l I l l t にあたり，掘立柱建物･ 掘立柱列･ 暗

渠・溝などがある。発掘区巾央北寄りでは３間×

４間の東西棟建物（桁行2 . 1 ｍ等間・梁間1 . 8 ｍ等間）

を検出した。この建物の南側では南北方向の暗渠

を５ｍほど検出した。幅約3 0 c mで，１０～１５c m大の

際を詰めたものである。この暗渠の北側では東西

棟建物と亜複する石組暗渠を検出した。ｉｌＩｊ端は未

確認であるが，南北方向に４ｍほど延び，北で西

へ直角に折れ曲がり8 . 5 ｍ以上延びている。内幅

1 5 c m，深さ1 0 c mで，偏平な牒を立て並べて側確と

し，２０c m～3 0 c m大の篠で蓋したものである。この

造構は亜俊関係から，東山棟建物や南側の暗渠に

先行する時期のものである。これらの遺構の西方

では梁間１間( 柱間1 . 9 ｍ）・桁行３間以上（柱間1 . 6

ｍ等間）の東四棟建物を検出した。このほか発掘

区の東南や' ' １央南寄りでは掘立柱列を，西南では

南北大瀧などを検出した。出土辿物には土師器や

瓦器などがあるが遮椛にともなうものは少ない。

今回の調盃では古戦時代から巾i j t にわたる遺椛

を確認したが，特に注目されるのは石組暗渠であ

る。現段階ではその性格について明らかにし得な

かったが，今後関連辿椛の調査をまって検討. した

い。

ｍ第９図大澗組陪渠実測図
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飛鳥浄御原宮跡推定地

この調査は，明日香村飛鳥水落2 1 3 の１～３番地の家屋新築にともなう事前調査で，奈良

県教育委員会と合同で実施した。調査地点は，甘橿丘の東方’ 飛鳥小学校南側隣接地であ

る。この付近一帯は飛鳥浄御原宮跡と推定されており，東方約5 0 ｍの字石神の水田では，か

つて「須弥山」・「道祖神」や石組溝・石敷き遺構が発見され，小学校敷地内でも石敷きを

検出している。

調査の結果，石組遺構１．礎石建物１．掘立柱建物１などを検出した。

石組遺構は石組溝を正方形にめぐらしたもので，石組溝の心心距離が東西・南北ともに2 4

. 3 ｍである。石組溝はその断面が逆台形で，底幅約1 . 8 ｍ，深さは現状で0 . 6 ｍ，両側壁の傾

斜は約1 7 度である。溝を構成している石は花樹岩の自然石で，径6 0 ～8 0 c mで，大きいものは

１ｍに達する。底石は平坦に敷き並べ，側粁は面をそろえて現状４～５段稜みあげている。

特に南辺は敷石の残存状況が悪く，ほとんどは石の表面が剥離して残った抜取痕跡から石敷

を確認し得た。石組溝内の堆祇土は一時期のもので，多量の焼土を混えた暗褐色土で，流水

による堆稜は全く認められなかった。

礎石建物は石組溝で囲まれた内側にあり，南北五間の礎石据付痕跡を検出した。柱問はほ

ぼ2 . 8 ｍ等間であるが，北端の１間はこれより狭く，2 . 4 ｍで柱掘形も他より小さく浅い。柱

位置と石組溝との心心距離は，南と西で約6 . 4 ｍ，北では４ｍ強である。

以上のことから，この石組遺構は礎石建物の些埋と考えることができよう。推聴上面の全

体を発掘したわけではないので，礎石建物の平面規模をとらえることはできなかった。肌確

な結論は将来に待ちたい。

掘立柱建物は石組遺構の南辺の外側に接して建つもので，北側柱列６間分を. 検出した。一

邦この柱列と直交するトレンチを拡張し，西から２番目の柱穴より南へ約５．６ｍの位侭に１

個の掘立柱掘形を検出し

第1 0 図飛鳥浄御原宮跡推定地発掘位置図
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た。したがって，この建

物は桁行６間以上，梁間

２間（柱間は桁行，梁間と

も2 . 8 ｍ等‘ 剛）のものと想

定される。この北側柱列

と甫辺の蒋組満心との距

離は約2 . 6 ｍである。この

伽立柱建物は，柱掘形が

一部石組溝側石の据付痕

跡を切っているので府組

遺構より椛築時期は下る
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ものと答えられる。礎石建物とは柱間がほぼ等しい点を指摘しうるが，時期的関係は明らか

でないｃ

遺物は，：ｲ ７組溝埋土より7 1 1 t 紀後半の土器類・鉄津・フイゴの羽ｎ．砥石などが出土して
いる。

今回の調査では，辿椛の金森を発掘していないので，その時間的な前後関係など不明な点

が多い。これらの遺構が飛鳥浄御原寓と関係するものであるか符かについても明らかでない

が，仮に宿殿に関連するものと考えると，本遺椛はそのI 』L i 南隅にあたるとおもわれる。この

遺械が占める位瞬は，飛鳥寺との距離関係をみると，I l L i l I I j の心とY ７組四辺の溝心とは約1 4 5

ｍ，南大門から方二町で取った築地線と，満組南辺の心とは約3 8 ｍである。木遺跡は飛鳥地

域全体の地測計1 町や飛鳥浄御原宮との関係などを瀞えるうえで砿要な手がかりとなろう。

なお，本発掘区の実測は巡方測並によったほか，汀組瀧とその抜収痕跡を【限確に記録する

ため写真測量の方法をも併用した。撮影はヘリコプターによる亜応搬彩と，地上での水平撮

影をおこなった。（菅原正明・山中敏史）
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